〔テストタイトル〕

試験日　　/　　/　　　クラス　　　　　番号　　　　氏名　　　　　　　　
得点　　　　
【１】<F738C22> 2005 金沢大学 2/25,前期日程,本学 理学部(数学科/化学科/生物学科/地球学科),薬学部,工学部(土木建設工学科/物質化学工学科) 

　解答にあたり，必要なら以下の数値を用いよ。


原子量
H　1.0，C　12.0，N　14.0，O　16.0，Al　27.0，Cl　35.5

ファラデー定数　9.65×104Ｃ/mol
　芳香族化合物の反応と分離に関する次の(1)～(3)の文章を読み，問１～問４に答えよ。

(1)　(ⅰ)o-キシレンを酸性条件下で過マンガン酸カリウムと穏やかに反応させると，２価カルボン酸である化合物Ａが生成した。(ⅱ)Ａを230℃付近で加熱したところ酸無水物である化合物Ｂが得られた。

(2)　ナトリウムフェノキシドの結晶に高温・高圧の条件で二酸化炭素を反応させたのち，希硫酸を加えて酸性にすると化合物Ｃが生成した。Ｃに無水酢酸を反応させると，解熱剤・鎮痛剤として用いられている化合物Ｄが生成し，(ⅲ)Ｃに硫酸酸性下でメタノールを反応させると化合物Ｅが生成した。

(3)　アニリン，安息香酸，ニトロベンゼン，フェノール，トルエンをジエチルエーテルに溶解した混合溶液がある。この混合溶液から次の図に示す操作により，各化合物を分離した。
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問１　化合物Ａ～Ｅの構造式を次図の例にならって記せ。
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問２　下線部(ⅰ)～(ⅲ)の反応として最も適切なものを，以下の(a)～(g)の中から１つ選び記号で記せ。

(a)　還　元
(b)　エステル化
(c)　加水分解
(d)　重　合

(e)　酸　化
(f)　アセチル化
(g)　分子内での脱水

問３　(ｱ)～(ｷ)の操作として最も適切なものを，以下の(a)～(j)の中から１つ選び記号で記せ。ただし，各記号の使用は一度のみとする。

(a)　水酸化ナトリウム水溶液を加え，よく振ったのち静置する。

(b)　希塩酸を加え，よく振ったのち静置する。

(c)　塩化ナトリウム水溶液を加え，よく振ったのち静置する。

(d)　炭酸水素ナトリウム水溶液を加え，よく振ったのち静置する。

(e)　蒸留する。

(f)　昇華させる。

(g)　水酸化ナトリウム水溶液を加え，遊離してくる化合物を単離する。

(h)　希塩酸を加え，遊離してくる化合物を単離する。

(i)　塩化ナトリウム水溶液を加え，遊離してくる化合物を単離する。

(j)　二酸化炭素を吹き込み，遊離してくる化合物を単離する。

問４　アニリン，安息香酸，ニトロベンゼン，フェノール，トルエンの中から，化合物Ｆ～Ｊにあてはまるものを１つ選び，その構造式を問１の例にならって記せ。

【２】<F779C15> 2005 静岡大学 2/25,前期日程,本学 理学部(数学科/化学科/生物地球環境科学科),工学部昼間コース(物質工学科),農学部 

　必要があれば，原子量は次の値を用いること。


原子量：H　1.0，O　16，Na　23，Cl　35.5，Fe　56，I　127
　アミノ酸とペプチドについて以下の問いに答えよ。なお，アスパラギン酸とフェニルアラニンの構造式を次図に示す。特に指示のない限り，構造式は次図にならって記せ。

アスパラギン酸　
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フェニルアラニン　
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問１　アスパラギン酸やフェニルアラニンには，右手と左手のような関係にある一対の異性体が存在する。このような異性体を何と言うか。

問２　アスパラギン酸の一対の異性体の立体構造を，鏡を間にはさんで描き，不斉炭素原子を丸で囲め。
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問２の解答欄

問３　等電点における水溶液中でのフェニルアラニンの構造式を記せ。

問４　人工甘味料アスパルテームは，アスパラギン酸の不斉炭素原子に結合するカルボキシル基とフェニルアラニンのアミノ基がペプチド結合し，さらにフェニルアラニン側のカルボキシル基がメチルエステル化された化合物である。アスパルテームの構造式を記せ。

問５　アスパルテームの合成を次の２段階で試みた。

[第１段階]　フェニルアラニンにメタノールを作用させ，カルボキシル基をメチルエステル化した。

[第２段階]　その結果生じた化合物のアミノ基と，アスパラギン酸のカルボキシル基の間で，ペプチド結合を形成させた。

　第２段階終了後，生成物を分析したところ，アスパルテームに加え，副生成物としてもう１種類のジペプチドが検出された。この副生成物の構造式を記せ。

問６　アスパラギン酸に無水酢酸を作用させたときに起こる反応を，構造式を使った反応式で示せ。

問７　アスパルテームに無水酢酸を作用させたところ，甘味が減少してしまった。この甘味の減少は，どのような化学構造上の変化によってもたらされると考えられるのか簡潔に記せ。

【３】<F121C12> 2005 崇城大学 1/30,一般,前期日程[兼特待生試験],本学･地方 工学部フレックスＡコース･フレックスＢコース･フレックスＳコース,情報学部フレックスＡコース･フレックスＢコース･フレックスＳコース,生物生命学部フレックスＡコース･フレックスＢコース･フレックスＳコース 

　次の問いに答えよ。ただし，原子量はH＝1.0，C＝12.0，O＝16.0とする。

(1)　メタンの水素原子１つを次の(ｱ)～(ｳ)の原子団でそれぞれ置換した化合物Ａ～Ｃの名称，およびベンゼンの水素原子１つを(ｴ)～(ｶ)の原子団でそれぞれ置換した化合物Ｄ～Ｆの名称を記入せよ。

	原子団
	(ｱ)
	(ｲ)
	(ｳ)
	(ｴ)
	(ｵ)
	(ｶ)

	
	－CH2OH
	－COOH
	－CHO
	－NH2
	－NO2
	－SO3H

	化合物
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ
	Ｆ

	化合物の

名称　　


	
	
	
	
	
	


(2)　上記の問い(1)の化合物Ａ～Ｄに関する次の記述(a)～(c)において，文中の化合物ＧおよびＨの構造式を書き，ＩおよびＪには適切な語句を記入せよ。

(a)　化合物Ａに濃硫酸を加え，約130℃あるいは140℃で加熱すると，揮発しやすく麻酔性のある(　Ｇ　)が生成した。

(b)　化合物Ｂに化合物Ｄを加えて加熱すると，水の生成を伴い，(　Ｈ　)が生成した。

(c)　化合物Ｃにアンモニア性硝酸銀水溶液を加えて温めると(　Ｉ　)が析出し，容器の表面にきれいに付着した。この反応を(　Ｊ　)と言う。

(3)　炭素・水素・酸素からなる化合物44.0mgを完全燃焼させたところ，二酸化炭素96.8mgと水52.6mgが生じた。この化合物の分子量は60.0であった。次の問いに答えよ。

(a)　この化合物の分子式を書け。

(b)　この化合物はナトリウムと反応して水素を発生する。考えられる構造式を２つ書け。

【解答１】<F738C22> 2005 金沢大学 2/25,前期日程,本学 理学部(数学科/化学科/生物学科/地球学科),薬学部,工学部(土木建設工学科/物質化学工学科) 

問１
Ａ　
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Ｅ　
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問２
(ⅰ)　ｅ
(ⅱ)　ｇ
(ⅲ)　ｂ

問３
(ｱ)　ｂ
(ｲ)　ｄ
(ｳ)　ａ
(ｴ)　ｅ


(ｵ)　ｇ
(ｶ)　ｈ
(ｷ)　ｊ

問４
Ｆ　
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【解答２】<F779C15> 2005 静岡大学 2/25,前期日程,本学 理学部(数学科/化学科/生物地球環境科学科),工学部昼間コース(物質工学科),農学部 

問１　光学異性体　または　鏡像異性体

問２　(次図)
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問３　
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問４　
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問５　
[image: image19.wmf] 

C

H

2

 

COOC

H

3

 

CH

 

NH

 

COOH

 

CH

 

H

2

N

 

C

H

2

 

O

 

C

 


問６　
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問７　アスパルテームのアスパラギン酸のアミノ基がアセチル化されてしまったことが，甘味の減少につながったと考えられる。

【解答３】<F121C12> 2005 崇城大学 1/30,一般,前期日程[兼特待生試験],本学･地方 工学部フレックスＡコース･フレックスＢコース･フレックスＳコース,情報学部フレックスＡコース･フレックスＢコース･フレックスＳコース,生物生命学部フレックスＡコース･フレックスＢコース･フレックスＳコース 

(1)
Ａ　エタノール
Ｂ　酢酸


Ｃ　アセトアルデヒド
Ｄ　アニリン


Ｅ　ニトロベンゼン
Ｆ　ベンゼンスルホン酸

(2)
Ｇ　CH3－CH2－O－CH2－CH3
Ｈ　
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Ｉ　銀
Ｊ　銀鏡反応

(3)
(a)　C3H8O

(b)　
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